
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月 16 日（木）に Amazon 小児がん支援イベントとして、小児がんについての理解

を深めるためにオンラン授業が行われました。川登中学校、武雄北中学校、中川原章

先生（サガハイマット理事長）、山本薫さん（Amazon 広報部）の４か所をインターネ

ットで接続しました。前半は、グローバル企業としての小児がん啓発活動の紹介があ

り、後半は、中川原先生から「WHO 小児がんイニシアティブ～不平等との闘い～」と

題し、世界の小児がんの現状、特にアジア地域の小児がんの問題について話をしてい

ただきました。SDGs（持続可能な開発目標）の１つとして小児がんの治療に取り組ん

でいる話をされました。 

 難しい内容でしたが、中川原先生に質問する生徒もいて、現状を含め小児がんにつ

いて学ばせていただきました。 

SDGs には、世界を変えるための 17 の目標があります。その中の１つでも私たちに

できることを取り組んでいければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ＡＬＴとして勤務していただいたアーバン先生が９月で辞められ、出身地のグア

ムに帰られました。これまで、 

英語の授業ありがとうございま 

した。最後に、生徒のみなさん 

にギターを演奏してくださいま 

した。10 月６日(水)からは、 

ｳｨﾘｱﾑ・ｼｮﾈｯﾀ・ﾘﾝ（通称ｼｬｼｬ） 

先生が来られています。 

虹  

川登中学校だより No.10 令和３年 10 月７日  

学校教育目標「自立の精神に満ちた人間力の育成」 

文責 校長 武富 幸就 

校訓 誠実・敬愛・自立 

 さようならアーバン先生 

 がん教育講演会 



  

 

 昨日、10 月６日(水)に授業参観を行いました。これ 

まで新型コロナウィルス感染症の影響で実施すること 

ができていませんでしたので、初めての授業参観とな 

りました。１年生は理科、２年生は社会、３年生は数 

学、１年３組は英語の授業でした。どの授業もタブレ 

ット端末などＩＣＴを活用しました。たくさんの方に 

参観いただきありがとうございました。また、その後の学年ＰＴＡへの参加もありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一学期は、大きな事故等もなく学校生活を送れたことに感謝申し上げます。コロナ

禍の中、学校行事も、中止、延期、規模縮小での開催など従来とは異なる状況で、急

な変更もあり、ご迷惑をおかけいたしました。 

また、給食室のトラブルのため、簡易給食での対応でしたが、９月５日(火)から従

来通りの調理ができるようになりました。ご理解ありがとうございました。 

本日の終業式での話です。人生を歩んでいく中で必要なことを、車の運転で必要な

アクセル、ブレーキ、ハンドルを使って話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二学期早々、ふれあい道徳(授業参観)、立志式、３年生修学旅行、学習成果発表会

など学校行事が続きます。 

 授業参観の様子 

 一学期を終えるにあたって 

１年生の様子 

２年生の様子 ３年生の様子 １年３組の様子 

私たちは、行動をするときに頭で考え判断し、自らの意思で前に踏み出します。

「アクセル」を踏むということです。踏み続けるとスピードが出すぎて危なくなり

ます。そこで、「ブレーキ」を踏んでスピードを緩めたり、止まったりして安全に運

転します。このブレーキが、これは行き過ぎている行動でないのか、人を傷つける

行為でないのかなど、自分で自分に問いかけ抑制する部分になります。また、アク

セルとブレーキだけでは、安全にまっすぐ進むだけで途中に障害物があってもよけ

て進むことができません。目的地にたどり着くためには、「ハンドル」を切り障害物

をよけて進まないといけません。ハンドルも必要になります。 

「アクセル」と「ブレーキ」をバランスよく踏み分け、確かな「ハンドル」さば

きで、よりよい生活をしてほしいです。 


